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日本遺産ロゴマーク・「里沼」を
商品に活用しませんか・・・・・・・
日本博を開催しました・・・・・・・
新 80 2 0 運動って何だろう ?・・・・

まちの情報誌　City  Of  Tatebayashi  Publ ic  Relat ions

つつじが岡公園
　イルミネーション
クリスマスイベントなども開催予定詳細はＰ９へ



問合せ　館林市「日本遺産」推進協議会（文化振興課日本遺産プロジェクト）
　　　　℡71-4111　　nihonisan@city.tatebayashi.gunma.jp

　今年５月に文化庁「日本遺産」に認定された「里沼」にちなみ、日本遺産ロゴマー

クや「里沼（SATO -NUMA）」を冠した商品・サービスを募集しています。既存の商品

にマークを入れるだけで作成することができます。また、同時に、日本遺産「里沼」

にちなんだ新商品やサービスも募集中！地域ブランド「里沼」を、各事業者・団体な

どのビジネスや地域活性化活動にご活用ください。

①具体的な商品・サービス案を企画書に　　　
　まとめ、市「日本遺産」推進協議会へ　
　提出する（様式は自由です）
　※アイデア出しの協力をいたしますの　
　　で、ご相談ください

②同協議会が企画書を審査する（ロゴを　
　使用する場合は、別途文化庁の許可を
　得る）

③審査が通ると、各事業者で販売・提供
　が可能となる

◆印刷会社Ｋ　日本遺産「里沼」ポスト　
　カードセット
◆飲食店Ｄ　「里沼」クッキー
◆飲食店Ｓ　「里沼」うどん
◆公益社団法人Ｔ　「里沼」モンスター　
　カード　など

日本遺産ロゴマーク 

日本遺産「里沼」ポストカード

　「里沼」クッキー

▶日本遺産・「里沼」にちなんだ新商品・サービスも募集しています !

令和２年度採用の市職員の募集について

　介護予防・日常生活支援総合事業では、介護予
防と日常生活の自立をめざして、一人ひとりの状
態に合わせた多様なサービスが利用できます。
　市では、高齢者の多様なニーズに対応するため、
12 月から新たに通所型サービスＡを開始します。

募集枠・採用予定人員　①事務（一般）、②事務（地
方創生）、③事務（スポーツ枠）、④技術員（土木・

電気）、⑤保健師、⑥保育士・若干人

受験資格　①～⑤は、昭和55年４月２日から平成
２年４月１日までに生まれたかた、⑥は昭和45年
４月２日から平成４年４月１日までに生まれたか
たで、令和元年12月１日現在、民間企業などでの
職務経験が５年以上あるかた。また、⑤⑥につい
ては資格を有するかた
募集期間　12月13日㈮まで（午前８時30分～午後
５時15分。土・日曜日を除く）
※郵送の場合は、郵便書留12月11日㈬の消印まで
　有効
第一次試験　書類選考

第二次試験　同２年１月11日㈯
■ 筆記試験及び面接試験
※保育士については筆記試験、面接試験及び実務

　試験を実施します

※第三次試験の日程は、第二次試験合格者に後日 
　通知します
提出書類　申込書（人事課人事係及び市ホームペ
ージにあります）、職務履歴書、アピールシート、
返信用定形封筒（宛先が明記され、84円切手を貼
付したもの）
提出先・問合せ　同人事係（〒 3 7 4 - 8501　市役
所内　内線321）へ
※詳しくは同人事係で配布する試験案内、又は市
　ホームページをご覧ください

サービスの種類
通所介護従前相当

サービス 通所型サービスＡ

対象者
■要支援１・２のかた
■事業対象者のかた（基本チェックリストで生活機能の低下が　
　みられたかた）

提供事業者 介護サービス事業所

内容
入浴・食事・機能訓練・
レクリエーションなど
　（３～６時間程度）

軽運動・レクリエーションなど
　（２～３時間程度）

利用回数
要支援１・事業対象者：週１回程度
要支援２：週２回程度

要支援１・事業対象者：週１回
要支援２：週２回まで

利用者負担

１か月当たり
要支援１・事業対象者：1,655 円
要支援２：3,393 円

１回当たり 323 円

（介護保険の負担割合が１割の場合の目安）

介護予防・
日常生活支援総合事業が
新しくなります

介護予防・
日常生活支援総合事業が
新しくなります

通所型サービスＡの特色

◉入浴と食事のサービスは必要　
　なく、短い時間通所型サービ
　スを利用したいかた
◉移動手段がなく、自分では地　
　域のサロンなどに通うことが
　できないが、外出や交流の機
　会を持ちたいかた
◉通所型サービスを少しでも安 
　い料金で利用したいかた

問合せ
高齢者支援課地域包括ケア推進係

（内線 675）



　

11
月
15
・
16
日
の
２
日
間
、

全
３
回
に
わ
た
り
、
本
市
の

沼
辺
文
化
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

日
本
博
「
里
沼
〜
能
と
オ
ペ

ラ
の
響
宴
〜
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
日
本
博
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
機
運
醸
成
や
、

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
拡
大

を
見
据
え
、
日
本
の
美
を
体

現
す
る
芸
術
祭
・
美
術
展
な

ど
を
日
本
全
国
で
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
開
催
し
た
日
本
博
は
、

本
市
の
日
本
遺
産
「
里
沼
」

を
構
成
し
て
い
る
「
祈
り
の

沼
辺
文
化
の
日
本
遺
産
認
定
記
念

能
と
オ
ペ
ラ
の
響
宴
を
開
催

里
沼

日
本
博

SATO-NUMA

■能　「葵上」下
しも

平
だいら

克
かつ

宏
ひろ

■オペラ　大
おお

山
やま

亜
あ

紀
き

子
こ

・
　塚

つか

田
だ

孔
こう

右
すけ

・群馬交響楽
　団アンサンブル
■ゲスト　宗

そう

次
じ

郎
ろう

（オカ
　リナ奏者）　

■能　「羽衣」下平克宏
■オペラ　川

かわ

島
しま

玲
れい

子
こ

・群
　馬交響楽団アンサンブル
■ゲスト　米

め

良
ら

美
よし

一
かず

（カ 
　ウンターテナー）　

■能　「船弁慶」下平克宏
■オペラ　古

ふる

屋
や

知
ち

恵
え

・群
　馬交響楽団アンサンブル
■ゲスト　サキソフォッ
　クス（サックス四重奏）

沼
・
茂
林
寺
沼
」、「
守
り
の

沼
・
城
沼
」、　「
実
り
の
沼
・

多
々
良
沼
」、そ
れ
ぞ
れ
を
テ

ー
マ
に
し
て
ス
テ
ー
ジ
を
展

開
。
テ
ー
マ
に
関
す
る
美
し

い
館
林
の
風
景
な
ど
を
バ
ッ

ク
に
優
美
で
力
強
い
能
の
舞

や
オ
ペ
ラ
が
披
露
さ
れ
る
と
、

会
場
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
オ

カ
リ
ナ
奏
者
の
宗
次
郎
さ
ん
、

サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
サ
キ
ソ
フ

ォ
ッ
ク
ス
、
カ
ウ
ン
タ
ー
テ

ナ
ー
の
米
良
美
一
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
登
場
し
、
圧
巻
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
ス
テ
ー
ジ

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
を
見
た
市
内
に

住
む
女
性
は
「
能
と
オ
ペ
ラ

の
力
強
い
ス
テ
ー
ジ
と
宗
次

郎
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ
の
響
き

に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
」

と
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
２
日
間
、
全
３
回
に
は
合

計
２
４
５
０
人
の
観
客
が
来

場
。
伝
統
と
芸
術
が
融
合
し

た
夢
の
空
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

優
美
な
能
の
舞
。
会
場
を
包
む
オ
ペ
ラ
の
力
強
い
響
き

カ
ル
ピ
ス
ホ
ー
ル
は
夢
の
空
間
に
変
わ
っ
た

１_オカリナ奏者の宗次郎さん /2_
サキソフォックスの演奏で会場は大　
　盛り上がり /３_最終日にゲスト　
　　として登場した米良美一さんの　　
　　　歌声に会場は感動に包まれた
/　　　４_地元合唱団と保育園児　　
　　　　　がオープニングを飾った
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歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
残
す
「
８

　
　
　
　
０
２
０
運
動
」
は
よ
く
知
ら
れ
　

　
　
　
　
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
館
林
で

は
、
１
日
に
８
０
０
０
歩
、
そ
の
う
ち
20

分
の
中
強
度
運
動
を
毎
日
続
け
る
こ
と
を

  「
た
て
ば
や
し
新
８
０
２
０
運
動
」
と
呼

び
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
寿
命
延

伸
の
鍵
と
し
て
新
た
に
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
こ
の
健
康
法
は
、
東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
・
研
究
副
部
長
の
青あ

お

栁や
ぎ

幸ゆ
き

利と
し

さ
ん
が
、
中
之
条
町
で
の
研
究
か

ら
導
き
出
し
た
も
の
で
す
。

　
一
般
に
、
加
齢
と
と
も
に
歩
く
速
さ
は

遅
く
な
り
ま
す
。
背
が
曲
が
り
、
上
体
が

前
か
が
み
に
な
り
、
膝
関
節
が
曲
が
っ
て

く
る
と
、
歩
幅
を
大
き
く
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
青
栁
さ
ん
は
、

こ
う
し
た
歩
行
能
力
の
低
下
の
重
要
な
原

因
と
な
る
の
が
、
加
齢
と
と
も
に
体
を
動

か
さ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
筋
力
の
低
下

だ
と
話
し
ま
す
。

　
筋
肉
を
作
る
筋
線
維
に
は
、
長
距
離
型

と
短
距
離
型
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
で

使
わ
れ
る
の
は
主
に
長
距
離
型
の
筋
繊
維

で
、
短
距
離
型
は
あ
ま
り
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

短
距
離
型
の
筋
繊
維
を
活
性
化
さ
せ
る
中

強
度
運
動
と
し
て
、
速
歩
き
程
度
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
が
最
適
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、
青
栁
さ
ん
は
、
た
だ
速
歩
き

す
る
の
で
は
な
く
、
屋
外
で
、
か
つ
大
股

で
の
歩
行
が
重
要
だ
と
加
え
ま
す
。
運
動

の
目
安
と
し
て
は
、
話
は
で
き
る
が
歌
は

歌
え
な
い
程
度
。
ま
た
、
運
動
に
適
し
て

い
る
時
間
帯
は
夕
方
。
夕
方
に
散
歩
し
て

体
温
を
上
げ
て
お
く
と
、
寝
つ
き
が
良
く

眠
り
が
深
く
な
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た

量
や
質
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

80１
日
に
８
０
０
０
歩
、

そ
の
う
ち
20
分
の
速
歩
き
で

健
康
な
カ
ラ
ダ
へ

ポ
イ
ン
ト
は

大
股
で
速
く
歩
く

っ
て
何
だ
ろ
う
？

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
寿
命
延
伸
に
挑
む

気軽な運動から健康寿命延伸を

11月２日、三の丸芸術ホール
での健康ウォーキング講演会
で講演を行った青栁さん。当
日は満席となり、観客は真剣
な顔つきで講演を聞いた
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「
た
て
ば
や
し
新
８
０
２
０
運
動
」

　　　「たてばやし新8020運動」は、「１日8000歩／そのうち20分
程度の中強度運動」を毎日続けること。「忙しくて運動する暇
が…」「もう年だし運動なんて…」そう思っているあなたも、
今日からすぐに始められる健康法を実践してみませんか。

　　
日
常
生
活
で
、
歩
数
や
活
動
時
間
な
ど

を
計
測
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
、
活
動
量
計
で
す
。

活
動
量
計
は
、
１
日
の
歩
数
や
活
動
時
間

を
記
録
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
定
期
間
の

平
均
値
な
ど
も
出
す
こ
と
が
で
き
、
運
動

を
す
る
際
に
と
て
も
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
。

活
動
量
計
の
購
入
に
つ
い
て
の
情
報
は
、

健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　

℡
74

─

５
１
５
５
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

写真上）健康ウォーキング講演会の実践編として、健康
ウォーキング教室が、11月２日に城沼周辺で行われまし
た。健康づくりに効果的なウオーキングを解説したのは、
健康寿命延伸プラットフォーム・運動に関する専門委員
会の梶

かじ

田
た

万
ま

里
り

子
こ

さん。約40人の参加者は、腕の振り方や
姿勢など、正しいウオーキング法のポイントを学んだ後、
速歩きを意識しながら、城沼周辺を巡るウオーキングに
さわやかな汗を流しました。

　
青
栁
さ
ん
は
、
研
究
対
象
で
あ
る
中
之

条
町
の
か
た
が
、
研
究
の
中
で
ど
ん
ど
ん

意
識
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場

で
わ
ざ
と
遠
い
と
こ
ろ
に
停
め
て
歩
数
を

増
や
し
た
り
、
掃
除
機
を
手
で
持
っ
て
掃

除
し
た
り
す
る
高
齢
者
が
増
え
た
と
い
う

の
で
す
。
ふ
だ
ん
の
歩
き
を
増
や
す
意
識

を
持
つ
こ
と
が
、
日
常
生
活
で
の
運
動
量

を
増
や
す
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
活
動
量
を
計
測
す
る
た
め
に
中
之
条
町

の
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
の
が
、
活
動

量
計
で
す
。

意
識
の
変
化
は
健
康
へ
の
第
一
歩

ブ
ー
ム
到
来
！
健
康
管
理
に
活
動

量
計
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　館林でウオーキングをこれから体験できる教室

を紹介します。普段見ている何気ない風景も、歩

いてみることでさまざまな発見があります。ウオ

ーキングを習慣づける第一歩にしてみませんか。

これからの
ウオーキングの催し

とき・ところ　12月14日㈯　午前８時30分・渡瀬

公民館集合　ゴール後随時解散

※荒天中止

コース　渡瀬地区東部　（約７㎞）

参加費　無料

持参する物　飲み物、雨具、筆記用具、お持ちの

かたは健康マイレージカード

申込み　当日会場へ

※小学３年生以下は保護者同伴

※当日の体調を考慮のうえ、ご参加ください

問合せ　スポーツ振興課振興係（城沼総合体育館

内　℡74 - 2611）

たてばやし
年末ふれあいウオーク

　多々良沼一周（6.7㎞）をみんなで楽しくウオー

キングしませんか。

とき・ところ　令和２年１月５日㈰　午前９時30

分・県立多々良沼公園松沼南駐車場集合　午後０

時30分解散

※小雨決行

コース
■ウオーキング＆スロージョグコース

■エンジョイウオーキングコース

定員　60人（先着順）

参加費　8 0 0円（保険料など）

申込み　12月29日㈰までに、梶
かじ

田
た

万
ま

里
り

子
こ

さん（館

林ジョイスポーツクラブ　℡090 - 2405 - 7924） へ

問合せ　同クラブ（　tate-joysports@cc9.ne.jp)、

又は市スポーツ振興課振興係（城沼総合体育館内

℡74 - 2611）

新春ウオーク＆
スロージョグ教室

７ 広報館林

活動量計
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問
合
せ
　
同
子
育
て
支
援
係
（
内

線
６
３
１
）

※
証
明
書
の
発
行
に
は
、
必
要
な

　
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
事

　
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

と
き
　
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　

30
人
（
先

着
順
）

テ
ー
マ
　
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と

口
腔
ケ
ア
」

講
師
　
歯
科
衛
生
士

申
込
み
・
問
合
せ
　

12
月
９
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

係
（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５

１
５
５
）
へ

と
き

　12
月
25
日
㈬
　
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
、
及
び
市
内
在
住
の
か
た

定
員
　

20
人
程
度

内
容
　
介
護
保
険
の
利
用
、
福
祉

用
具
に
つ
い
て
の
講
話

持
参
す
る
物

　筆
記
用
具

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　

12
月
23
日
㈪

と
き

　令
和
２
年
１
月
22
日
㈬
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

　生
後
５
か
月
〜
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員

　20
組
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容
　
豆
腐
を
利
用
し
た
簡
単
な

離
乳
食
の
調
理
実
習
と
試
食
・
交

流
会

参
加
費

　３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物

　母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ

　12
月
９
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
、
母
子
保
健
推
進
員

　
に
よ
る
託
児
が
あ
り
ま
す

対
象
　
母
（
父
）
子
家
庭
及
び
父

母
の
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
で
、

18
歳
以
上
20
歳
未
満
の
か
た

補
助
額
　
２
万
円

申
込
み
　
母
（
父
）
子
家
庭
証
明

書
（
市
こ
ど
も
福
祉
課
で
発
行
）

を
添
え
て
、
館
林
自
動
車
教
習
所 

（
℡
72

─

３
５
２
４
）
へ
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講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

家
族
介
護
教
室

１
月
の
離
乳
食
教
室

自
動
車
免
許
取
得
を
補
助

ま
で
に
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談

セ
ン
タ
ー
東
毛
光
生
園
（
℡
72

─

２
０
６
０
）
へ

と
き
　

12
月
13
日
㈮
　
午
後
５
時

〜
６
時

と
こ
ろ
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
第
２
学
生
食
堂
（
邑
楽
郡
板

倉
町
）

テ
ー
マ
　
　「
家
庭
で
の
食
中
毒
リ

ス
ク
を
減
ら
す
に
は
」
〜
工
場
の

衛
生
管
理
手
法
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ

サ
ッ
プ
）
か
ら
学
ぶ
〜

講
師
　
久く

保ぼ

田た

英え
い

治じ

さ
ん
（
太
田

保
健
福
祉
事
務
所
食
品
監
視
係
長
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話

問
合
せ
　
同
大
学
板
倉
事
務
課（
℡

82

─

９
１
０
３
）、又
は
市
農
業
振

興
課
農
業
振
興
係（
内
線
２
４
６
）

と
き
　

12
月
15
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す

と
こ
ろ
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

定
員
　
各
32
人
　（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
冬
を
彩
る
寄
せ
植
え

づ
く
り
」

講
師
　
森も

り

田た

公ま
さ

通み
ち

さ
ん
（
グ
リ
ー

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費
　
３
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
　

12
月
２
日
㈪

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
（
℡
88

─

７
１
８
８
、

℡
89

─

０
７
８
２
）
へ

とき　令和２年１月７日㈫　午前９
時30分～午後１時
ところ　保健センター
対象　３～６歳児（就学前）と保護者
定員　15組（先着順）
内容　旬の食材を使った調理と試食
参加費　500円　（材料費）
持参する物　エプ
ロン・三角巾　（親
子共）、母子健康手
帳、子ども用の上
履き
※お子さんの託児
　はありません
申込み・問合せ　12月９日㈪から、
健康推進課母子保健係（同センター
内　℡74 - 5155）へ

キッズクッキング教室講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

日
曜
緑
化
講
座

●代表☎0276 - 72 - 4111

　
22
歳
で
ネ
パ
ー
ル
に
渡
り
、
貧

困
の
地
で
ゼ
ロ
か
ら
学
校
づ
く
り

に
挑
ん
だ
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
学
校
を

つ
く
る
」
の
著
者
の
講
演
会
で
す
。

と
き
　
令
和
２
年
１
月
11
日
㈯
　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
図
書
館

定
員
　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
学
校

を
つ
く
る
」

講
師

　吉よ
し

岡お
か

大だ
い

祐す
け

さ
ん

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　12
月
14
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
館
（
℡
74

─

２
３
４
６
）
へ

問
合
せ
　
勝か

つ

目め

弘ひ
ろ

教の
り

さ
ん
（
生
涯

学
習
館
林
市
民
の
会
　
℡
０
８
０

─

１
３
４
５

─

４
８
７
８
）、又
は

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内

線
２
２
７
）

と
き

　12
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時

15
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
赤
羽
児
童
館

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生

定
員
　
８
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
　

12
月
１
日
㈰

か
ら
、
同
館（
℡
72

─
４
１
５
５
）へ

9 広報館林

と
き

　令
和
２
年
２
月
７
日
㈮
〜

21
日
㈮
の
火
・
金
曜
日
　
午
後
７

時
〜
９
時
（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員
　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

優
先
）

内
容
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
、

情
報
検
索
、
音
楽
・
写
真
・
動
画

の
楽
し
み
か
た
な
ど
を
学
び
ま
す

使
用
ブ
ラ
ウ
ザ
　M

icrosoft 
Edge

、Google Chrom
e

参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み
　

12
月
17
日
㈫
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
同
館
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

つつじが岡公園でイベントを開催します

著
者
を
囲
む
会

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あなたは大丈夫？　相続税のこと考えてますか？
悩む前にご相談を！（無料相談受付中　土・日・　可）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

児
童
セ
ン
タ
ー
を
か
ざ
ろ
う

と
き

　12
月
１
日
㈰
〜
20
日
㈮

対
象
　
高
校
生
ま
で
の
児
童
、
ま

た
は
親
子

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
を
作
っ
て
飾
り
ま
す

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き

　12
月
22
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
４

時
（
受
付
終
了
は
午

後
３
時
30
分
）

※
雨
天
決
行

内
容
　

■
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
　
ハ
ン
ド
ベ 

　
ル
演
奏
、
人
形
劇

■
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
　
ピ
ン
ポ
ン

　
カ
ッ
プ
イ
ン
、
輪
投
げ
、
ボ
ー

　
ル
ハ
ウ
ス
な
ど

■
工
作
コ
ー
ナ
ー
　
ク
リ
ス
マ
ス

　
ツ
リ
ー
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

　
ク
リ
ス
マ
ス
帽
子

※
材
料
が
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

■
そ
の
他
　
模
擬
店
、
フ
ォ
ト
ス

　
ポ
ッ
ト
、
ビ
ン
ゴ
大
会

※
い
ず
れ
も
内
容
が
変
更
に
な
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
児
童
セ
ン
タ
ー

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
73

─

１
５
２
２
）

催
し
物

カ
ラ
フ
ル
グ
ミ
作
り

★イルミネーション・ライトアップ
とき　12月13日㈮～令和２年１月26日㈰　午
後４時30分～９時
※12月28日㈯から令和２年１月５日㈰まで休止
ところ　つつじが岡ふれあいセンター周辺
★クリスマスイベント
とき　12月21日㈯・22日㈰　
ところ・内容
■ Sugar Hill Cafe　午後８時まで営業
※通常営業に加え、音楽イベントなども行わ
　れます
■つつじ映像学習館　入館料の割引サービス
　など
※開館時間は午前10時～午後８時（入館は午
　後７時30分まで）
★お正月リースを作ろう
とき　12月15日㈰　午前10時～11時、午前11
時～正午
ところ　つつじ映像学習館
対象　３歳以上のかた
※小学２年生以下は保護者同伴
定員　各10人程度（先着順）
参加費　4 0 0円　（材料費）
申込み　つつじのまち観光課観光振興係（℡
74 - 5233）へ
共通事項
問合せ　同観光振興係

児
童
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
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情報アラカルト Information 
a la carte

　
市
で
は
、
市
民
協
働
に
よ
る
花

と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
新
た
に
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　随
時

活
動
場
所
　
市
内
の
公
園
及
び
地

域
の
施
設
や
緑
地
な
ど

※
活
動
日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
時
に
調
整
し

　
ま
す

対
象
　
市
内
在
住
で
、
花
と
緑
に

興
味
や
関
心
の
あ
る
か
た

内
容
　
年
間
を
通
し
て
の
草
花
の

維
持
管
理
や
花
壇
の
手
入
れ
、
緑

化
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
や
講
習
会

へ
の
参
加
な
ど
、
地
域
の
緑
化
推

と
き

　12
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午
（
受
付
は
９
時
30
分
）

と
こ
ろ
　
大
泉
町
公
民
館
青
少
年

広
場
（
邑
楽
郡
大
泉
町
）

※
荒
天
時
は
、
館
内
で
行
い
ま
す

対
象
　
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
〜

小
学
３
年
生
の
女
児
と
保
護
者（
き

ょ
う
だ
い
の
参
加
も
可
）

内
容
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
い
っ

し
ょ
に
火
起
こ
し
や
、
ミ
ニ
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
野
外
活

動
を
し
ま
す

※
動
き
や
す
い
服
装（
長
ズ
ボ
ン
）

　
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
萩は

ぎ

原わ
ら

マ
サ
ミ
さ
ん
（
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
53
団
代
表
　
℡
37

─

６
６
１
５
）

と
き
　

12
月
24
日
㈫
　
午
後
３
時

〜
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
容
　
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
男
女
共

同
参
画
一
行
詩
　（
標
語
）
の
表
彰
式

※
12
月
17
日
㈫
か
ら
24
日
㈫
ま
で
、

　
同
ホ
ー
ル
で
入
賞
作
品
を
展
示

　
し
ま
す

出
演
　
村む

ら

田た

果か

穂ほ

さ
ん（
ピ
ア
ノ
）、

森も
り

下し
た

歩あ
ゆ
み

さ
ん
（
歌
唱
）、桂

か
つ
ら

萌も
え

さ
ん

　（
歌
唱
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
市
民
協
働
課
市
民
協
働

係
（
内
線
６
８
７
）

　
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
シ
ア
タ

ー
実
行
委
員
会
に
よ
る
屋
外
映
画

上
映
会
を
行
い
ま
す
。

と
き

　12
月
22
日
㈰
　
午
後
５
時

〜
６
時
30
分（
午
後
４
時
30
分
受
付
）

と
こ
ろ
　Sugar H

ill Cafe

テ
ラ
ス

定
員

　50
人
（
先
着
順
）

内
容
　
藤ふ

じ

橋は
し

誠ま
こ
と

さ
ん
が
監
督
し
、

太
田
市
・
大
泉

町
が
舞
台
の
ラ

グ
ビ
ー
映
画「
グ

ラ
ス
★
ホ
ッ
パ

ー
」
の
上
映

参
加
費
　
２
２
０
０
円（
観
覧
料
・

飲
食
代
（
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
ポ
テ

ト
・
温
か
い
ス
ー
プ
））

※
３
歳
以
下
は
チ
ケ
ッ
ト
購
入
不
要

販
売
　
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
シ
ア
タ

ー
」
サ
イ
ト
内
（https://popco

rn. theater/

）

問
合
せ
　
つ
つ
じ
の
ま
ち
観
光
課

観
光
振
興
係（
℡
74

─

５
２
３
３
）

進
に
関
す
る
こ
と

※
活
動
開
始
は
令
和
２
年
度
か
ら

申
込
み
・
問
合
せ
　
緑
の
ま
ち
推

進
課
緑
化
政
策
係（
内
線
４
１
６
）へ

　
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
つ
つ
じ
を

永
続
的
に
守
り
、
後
世
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

■
個
人
会
員
　
１
口
１
０
０
０
円

　
以
上

■
法
人
・
団
体
会
員
　
１
口
５
０

　
０
０
円
以
上

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
倶
樂
部
事

務
局
（
つ
つ
じ
の
ま
ち
観
光
課
内

℡
72

─

６
７
１
８
）
へ

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

 

 
  

 

 

男
女
共
同
参
画

ふ
れ
あ
い
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

たてばやしスキー大会に
参加しませんか

催
し
物

募
集

館
林
つ
つ
じ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

倶
樂
部
の
会
員
を
募
集

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ

シ
ア
タ
ー
映
画
上
映
会

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

お
や
こ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

とき　令和２年１月19日㈰　午前９時・
現地集合　午後３時・現地解散（予定）
ところ　片品オグナほたかスキー場（利
根郡片品村）
対象　小学生以上のかた
定員　40人（先着順）
種目　大回転競技（11種別）
参加費　1 , 0 0 0円（保険料など）
申込み・問合せ　12月９日㈪から令和
２年１月12日㈰までに、参加費を添え
てスポーツ振興課振興係（城沼総合体
育館内　℡74 - 2611）へ
※12月25日㈬、12月28日
　㈯から同２年１月４日
　㈯までは休館日

11 広報館林

●代表☎0276 - 72 - 4111

　
は
県
住
宅
供
給
公
社（
前
橋
市
）

　
だ
け
の
配
布
に
な
り
ま
す
）、又

　
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
（http://w

w
w

.gunm
a-

　jkk.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
市
内
県
営
住
宅
及
び
市
営
住
宅

　
は
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
供
給

　
公
社
館
林
支
所
（
℡
76

─

７
８

　
７
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

募
集
人
員
　

80
人
程
度

勤
務
日
時
　
令
和
２
年
１
月
下
旬

か
ら
３
月
中
旬
、
又
は
下
旬
ま
で

の
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

間
の
４
時
間
以
内
、
又
は
５
時
間

30
分 

（
昼
休
み
を
除
く
）

入
居
資
格
　
現
在
、
住
ま
い
に
困

っ
て
い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
か
た
、
又
は
単
身
の
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
か
た

入
居
可
能
日
　
令
和
２
年
４
月
１

日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
２
年
１
月

４
日
㈯
か
ら
18
日
㈯
ま
で
に
、
申

込
書
（
県
住
宅
供
給
公
社
館
林
支

所
及
び
館
林
土
木
事
務
所
に
あ
り

ま
す
）
を
郵
送
で
県
住
宅
供
給
公

社
（
〒
３
７
１

─

０
０
２
５
　
前

橋
市
紅
雲
町
一
丁
目
７

─

12
　
住

宅
公
社
ビ
ル
２
階
　
℡
０
２
７

─

２
２
３

─

５
８
１
１
）
へ

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
（
同
供
給

　
公
社
館
林
支
所
及
び
同
土
木
事

　
務
所
で
募
集
期
間
中
の
み
配
布
。

　
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

勤
務
場
所
　
館
林
税
務
署（
仲
町
）、

又
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田　（
太
田
市
）

内
容
　
受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
作

業
及
び
書
類
整
理
な
ど

※
詳
し
く
は

　
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ

　
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
署
総
務
課 

（
℡
72

─
９
５
０
０
）
へ

と
き
　

12
月
19
日
㈭
　
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
３
号
室

内
容

　環
境
分
野
で
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
団
体
の
顕
彰
式
と
、
受

賞
者
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
事

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

税
務
署
の
臨
時
職
員
を
募
集

例
発
表
会
及
び
記
念
講
演
会
を
行

い
ま
す

受
賞
者
（
敬
称
略
）

■

環
境
管
理
部
門
　
㈱
フ
ァ
ル
　

　
テ
ッ
ク
館
林
工
場

■

環
境
美
化
部
門
　
鞍
掛
工
業
ク

　
ラ
ブ
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

　
研
究
グ
ル
ー
プ「
チ
ュ
ン
タ
ン
」、

　
（
一
社
）
群
馬
県
建
設
業
協
会

　
館
林
支
部

講
演
会

テ
ー
マ
　
「
こ
れ
か
ら
の
低
炭
素

社
会
実
現
の
た
め
に
す
べ
き
こ
と
」

講
師

　宝
た
か
ら

田だ

恭た
か

之ゆ
き

さ
ん
（
群
馬
大

学
大
学
院
理
工
学
府
特
任
教
授
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
地
球
環
境
課
環
境
政
策

係
（
内
線
４
５
１
）

　
広
報
館
林
11
月
15
日
号
に
掲
載

し
た
、
12
月
８
日
㈰
の
サ
ケ
の
た

ま
ご
配
布
会
に
つ
い
て
、
時
間
及

び
定
員
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

時
間
　
午
前
９
時
～

と
こ
ろ
　
市
役
所
正
面
玄
関
前
　

定
員
　
４
５
０
人
（
先
着
順
）

問
合
せ
　
滝た

き

田た

江え

美み

子こ

さ
ん
（
渡

良
瀬
川
に
サ
ケ
を
放
す
会
事
務
局

℡
74

─

７
８
６
８
）、又
は
市
地
球

環
境
課
環
境
保
全
係（
内
線
４
５
３
）

　つつじまつり期間中、館林の宝

であるつつじが岡公園のつつじの

魅力や歴史について、来園者に案

内してみませんか。手話のできる

かたも募集しています。

申込み・問合せ　つつじガイドボ

ランティアの会事務局（つつじの

まち観光課つつじが岡公園係　℡

72 - 6718　    72 - 6756）へ

※随時ガイドについての研修会を 

　実施します

つつじまつりで
ガイドをしませんか

お
知
ら
せ

市
環
境
賞
顕
彰
式
・

事
例
発
表
会
及
び
講
演
会

サ
ケ
の
た
ま
ご
配
布
会

時
間
・
定
員
変
更
の
お
知
ら
せ

FAx
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は
郵
送
で
同
資
産
税
係 

（
〒
３
７

４ -

８
５
０
１
　
市
役
所
内
）
へ

問
合
せ

　同
資
産
税
係
（
内
線
６

０
９
）

　
固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
だ

け
で
な
く
、
事
業
用
で
所
有
し
て

い
る
構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
工

具
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
償
却
資

産
に
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
す
る

か
た
に
は
、
12
月
中
に
申
告
書
類

一
式
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
令
和

２
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
状

況
な
ど
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
類
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、

※
申
請
す
る
場
合
は
、
改
修
工
事

　
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
着
工
後
の
申
請
は
、
補
助
対
象

　
に
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
令
和

　
２
年
３
月
15
日
㈰
ま
で
に
対
象

　
工
事
が
完
了
し
て
い
る
必
要
が

　
あ
り
ま
す

申
込
み
　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
７
５
）へ

問
合
せ
　
同
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係

　
家
屋
の
建
築
や
取
り
壊
し
な
ど

で
土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
市
に
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
期
限
内
に

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
の
敷
地

と
し
て
利
用
し
て
い
る
土
地
に
つ

い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
措

置
が
あ
り
、
税
額
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
平
成
31
年
１
月
２
日
か
ら

令
和
２
年
１
月
１
日
ま
で
に
、
家

屋
の
建
築
や
取
り
壊
し
な
ど
に
よ

り
用
途
・
床
面
積
・
棟
数
に
変
更

が
あ
っ
た
か
た

※
家
屋
調
査
の
際
に
申
告
し
た
か

　
た
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

申
告
期
限
　
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮

申
告
先
　
住
宅
用
地
に
関
す
る
申

告
書
（
税
務
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
直
接
、
又

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き
　

12
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

と
こ
ろ
　
県
都
市
計
画
課
、
館
林

土
木
事
務
所
、
市
都
市
計
画
課

提
出
先
　
縦
覧
場
所
備
え
付
け
の

用
紙
、
又
は
必
要
事
項
（
氏
名
・

住
所
・
利
害
関
係
・
意
見
）
を
記

入
し
た
も
の
を
、
直
接
、
又
は
郵

送
で
県
都
市
計
画
課
（
〒
３
７
１ 

-
８
５
７
０
　
前
橋
市
大
手
町
一

丁
目
１
番
１
号
）、又
は
館
林
土
木

事
務
所
（
〒
３
７
４

─

０
０
５
２

栄
町
23
番
１
号
）、又
は
市
都
市
計

画
課
（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１

市
役
所
内
）
へ

問
合
せ
　
県
都
市
計
画
課
（
℡
０

２
７

─

２
２
６

─

３
６
５
６
）

　
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る

可
能
性
が
高
い
高
齢
者
宅
の
軽
微

な
改
修
を
対
象
と
し
た
「
館
林
市

高
齢
者
住
宅
改
修
支
援
補
助
制
度
」

は
、
令
和
元
年
度
を
も
っ
て
廃
止

と
な
り
ま
す
。

改
修
内
容
　
手
す
り
の
取
り
付
け
、

上
り
か
ま
ち
の
設
置
、
引
き
戸
へ

の
扉
の
取
替
え
な
ど

補
助
金
の
額
　
改
修
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
３
万
円
）

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
は

１
月
10
日
ま
で

高
齢
者
住
宅
改
修
支
援

補
助
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て

と
き
　

12
月
24
日
㈫
　
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
研
修
室

定
員
　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

と
き
　

12
月
20
日
㈮
　
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
３
会
議
室

定
員
　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

　
県
は
、
都
市
計
画
区
域
に
お
け

る
都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向

性
を
定
め
る
「
東
毛
広
域
都
市
計

画
圏
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」の
変
更

案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
縦
覧

し
ま
す
。
意
見
の
あ
る
か
た
は
、

　（
県
）
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
縦
覧

教
育
委
員
会
定
例
会

　平成30年度発行の館林市金券（水色）
の使用期限が迫っています。お持ちの
かたは、使用期限内にご使用をお願い
します。また、金券登録店のかたも必
ず換金期限内に換金してください。
使用期限　12月31日㈫
換金期限　令和２年２月28日㈮
問合せ　商工課商業振興係（内線2 0 7）

お
知
ら
せ

金券の使用期限に
注意してください

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
れ
ば
申

告
が
必
要
で
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ  

　
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

提
出
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

提
出
先
・
問
合
せ
　
税
務
課
資
産

税
係
　（
内
線
６
０
９
）
へ

※
申
告
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス（https://

　w
w

w
.eltax.lta.go.jp/

）
で

　
も
可
能
で
す

総
合
教
育
会
議

10ｋＷ以上の太陽光発電設備は償
却資産の申告対象です（写真：住
宅の屋根置き型太陽光パネル）
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な
お
、
提
出
方
法
は
ｅ

─

Ｔ
ａ
ｘ

で
送
信
か
、
印
刷
し
て
郵
送
の
い

ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
館
林
税
務
署
（
℡
72

─

４
３
７
３
）

利
用
者
識
別
番
号

　
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

市
役
所
で
作
成
し
た
確
定
申
告
書

な
ど
に
つ
い
て
は
電
子
デ
ー
タ
で

税
務
署
へ
提
出
す
る
た
め
、
市
役

所
で
確
定
申
告
を
予
定
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、
利
用
者
識
別
番
号
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
者
識
別
番
号
は
、

館
林
税
務
署
ま
た
は
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
取
得
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。申
告
相
談
の
際
は
、

事
前
に
取
得
し
た
利
用
者
識
別
番

　
就
業
、
自
立
を
目
指
す
ひ
と
り

親
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
の
就
業

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
令
和
２
年
１
月
24
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

　
市
役
所
２
０
３
会
議
室

対
象

　
母
子
家
庭
の
母
又
は
父
子

家
庭
の
父
、
母
子
・
父
子
家
庭
で

世
帯
を
同
じ
く
す
る
児
童
（
義
務

教
育
課
程
を
修
了
し
、
現
在
は
高

等
学
校
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
か
た
）

参
加
費

　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　
12
月
25
日
㈬

ま
で
に
、
こ
ど
も
福
祉
課
子
育
て

支
援
係

　（
内
線
６
３
１
）
へ

※
相
談
時
間
は
30
分
〜
１
時
間
程
度

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
相
談
会

　令和２年４月に高等学校、高等専門学校、
専修学校又は大学（短期大学を含む）へ進
学（予定者を含む）・在学するかたに、奨
学資金を無利子で貸与します。
対象　出身学校長、又は在学学校長が適当
と認め推薦され、次の全てに該当するかた
■市内に１年以上在住している世帯の子
■学力優秀で品行が正しいかた
■経済的な理由で、学資を出すことが困難
　な世帯の子
貸与額
■高等学校、専
　修学校高等課
　程　9 , 0 0 0円
　以内
■高等専門学校
　１万7 , 5 0 0円
　以内
■大学、専修学校専門課程　３万9, 900円以内
貸与期間　同２年４月から正規の終業期間
返済方法　卒業後１年を経過した月の翌月
から、貸与年数の２倍に相当する期間内
申込み・問合せ　同２年１月６日㈪から31
日㈮までに、申請書（教育総務課で12月２
日㈪から配布）に必要書類を添えて同総括
係（内線2 1 8）へ
※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

号
の
分
か
る
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
６
０
５
）

と
き

　
12
月
８
日
㈰

　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

　
群
馬
司
法
書
士
会
別
館

　（
前
橋
市
）

内
容

　
司
法
書

士
が
面
談
、
電

話
で
労
働
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す

問
合
せ

　
群
馬
青
年
司
法
書
士
協

議
会
（

　
０
３
３-

５
４
４
）

　
従
業
員
の
福
祉
増
進
と
雇
用
安

定
の
た
め
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
に
加
入
し
た
企
業
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、

平
成
30
年
５
月
か
ら
同
30
年
10
月

ま
で
の
間
に
従
業
員
を
共
済
へ
加

入
さ
せ
た
中
小
企
業
者

※
医
療
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、

　
対
象
外
の
業
種
が
あ
り
ま
す

※
契
約
期
間
が
12
か
月
に
満
た
な

　
い
場
合
は
補
助
の
対
象
と
な
り

確
定
申
告
に
関
す
る

重
要
な
お
知
ら
せ

ｅ

─

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申

告
書
を
作
成
し
、
Ｉ
Ｄ
（
利
用
者

識
別
番
号
）
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
す
る
だ
け
で
ｅ

─

Ｔ
ａ
ｘ
で
申

告
が
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
は
税
務
署
で
発
行
を
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
早
め
に
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
24
時
間
い
つ
で

も
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

活
用
企
業
に
補
助
金
を
交
付

　
ま
せ
ん

補
助
金
額

　

■

企
業
が
新
た
に
共
済
へ
加
入
す

　る
新
規
共
済
契
約
者

　月
額
掛

　
金
の
20
％

■

雇
用
し
た
従
業
員
を
追
加
で
被

　共
済
者
と
し
た
追
加
共
済
契
約

　者
　
月
額
掛
金
の
10
％

※
対
象
と
な
る
掛
金
月
額
の
上
限

　
は
５
０
０
０
円

申
請
先
・
問
合
せ

　
12
月
２
日
㈪

か
ら
令
和
２
年
３
月
13
日
㈮
ま
で

に
、
申
請
書
（
商
工
課
及
び
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
と
必

要
書
類
を
同
工
業
振
興
係
（
内
線

２
０
４
）
へ

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
10
日
㈫
か

ら
16
日
㈪
ま
で
の
一
週
間
を
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
し
て
定
め
ま
し
た
。
拉
致
問
題

は
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解

決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
と
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

問
合
せ
　
前
橋
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
℡
０
２
７ 

 -

２
２
１
 -

４
４
６
６
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

司
法
書
士
労
働
相
談

奨学資金の申し込み



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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し
て
き
ま
し
た
」
と
堀
さ
ん
。

高
校
生
の
時
、
尊
敬
し
て
い
る

か
た
か
ら
言
わ
れ
た
「
世
界
と

交
流
し
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
。

「
い
つ
か
き
っ
と
」
と
決
意
し

た
思
い
が
今
年
や
っ
と
実
現
し

た
そ
う
で
す
。
あ
ち
こ
ち
か
ら

作
品
展
示
の
依
頼
が
あ
る
今
、

「
活
動
の
広
が
り
は
、
全
て
人

と
の
つ
な
が
り
な
ん
で
す
。
出

会
い
に
感
謝
で
す
」
と
堀
さ
ん
。

「
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
の
優
し
い

雰
囲
気
や
癒
し
の
世
界
に
触
れ

て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
」

と
、
来
年
の
５
月
に
は
三
の
丸

芸
術
ホ
ー
ル
で
作
品
が
展
示
さ

れ
る
そ
う
。

　
「
県
展
（
群
馬
県
美
術
展
）

に
出
品
し
た
作
品
が
『
第
70
回

記
念
大
賞
』
を
受
賞
し
た
と
、

先
日
連
絡
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
な

ん
で
す
」
と
優
し
い
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
た
の
は
、
紙
を
素
材

に
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
堀
昌
子
さ
ん
で
す
。
堀
さ
ん

は
、
自
然
や
自
分
の
体
験
か
ら

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

た
作
品
作
り
を
20
年
以
上
も
続

け
て
い
ま
す
。
小
さ
な
花
や
動

物
な
ど
の
ほ
か
、
展
覧
会
用
の

作
品
と
な
る
と
背
丈
以
上
に
な

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
今
年
は
縁
あ
っ
て
ウ
ィ
ー

ン
国
立
歌
劇
場
で
作
品
を
展
示

癒しの世界に触れてみて

（高根町）
堀
ほり

　昌
しょう

子
こ

さん

profile
昭和30年11月、兵庫県神戸市に生まれる。
28年ほど前から市内に居住。館林の環境
や白鳥の姿に魅力を感じているそう。絵
画などの展覧会にもよく訪れる。どんな
に忙しくても、どんなに疲れていても毎
日必ずハサミを持って作品に向き合う。

出
会
い
で
広
が
る

　

ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
の
世
界

ハサミで小さく切り出した紙を使って作品のパーツを
作っていく。完成には 500 時間以上かかるものも（写
真左）。ウィーンでのパフォーマンスの様子（写真右）

   

フォトキャンバス

15 広報館林

緊急時の対応をシミュレーション

本番さながらの災害医療訓練を実施
もしものときの大規模災害を想定して

　ファーストミッションボックスの作り方を学ぶワーク
ショップが、11月12日、市役所で開催され、市防災士連
絡会が参加しました。同ボックスの考案者で、長野県飯
田市職員の後

ご

藤
とう

武
たけ

志
し

さんが講師を務め、災害時をイメー
ジし、避難所開設に必要な対応を話し合いました。

たてばやしの秋の祭典を楽しむ
商・工・農の魅力が一堂に会する

　産業祭が、11月17日、つつじが岡公園で行われま
した。清々しく晴れわたった秋空の下、商工・農業
物産ブースでは、地元のお店や交流都市などたくさ
んの店舗が並びました。また、はたらく車展示やも
のづくり体験など、さまざまな催しが行われ、来場
者の笑顔あふれる大にぎわいの一日となりました。

　公立館林厚生病院災害医療訓練が、11月９日、同病院
内で行われました。これは広域災害などにより多数の傷
病者が出た際、限られた資源の下で、最善をつくすこと
を目的に行う訓練です。訓練では重症度に応じて優先度
を分類するトリアージなどを実施しました。

誰もが適切に行動できる手順書を作成

※ファーストミッションボックスとは、避難所の開設を安全かつ確実に行うた
　めに必要な事項をまとめた手順書です

みんなで育てたお米で作るカレー
地域のかたをおもてなし

　カレー会食が、11月14日、第九小学校で行われました。
お米は、九小の農園で育てられ、収穫したばかりのもの
を使っており、カレーも小学６年生とＰＴＡ生産活動委
員の手作り。地域のかたやお母さんたちと机を囲み、参
加者はにぎやかに交流しながらカレーを食べました。
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施設
だより
市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

資料館

　『里沼（SATO-NUMA）―「祈り」「実り」「守り」の
沼が磨き上げた館林の沼辺文化―』として、本市の
特徴である市内の沼々とそこから生まれた沼辺文化
についての「里沼」ストーリーを、全３部による企
画展で紹介してきました。
　いよいよ最終章は「多々良沼」。大谷休泊関係資料
や、多々良沼関係の絵図や古文書、漁労関係資料を
展示します。なぜ多々良沼が〝実りの沼〟として日
本遺産に認定されたのか、その歴史を紐解きながら
いっしょに考えてみませんか。
展示期間　令和２年１月19日㈰まで
※12月１日㈰、令和２年１月５
　日㈰の午前11時から、展示解
　説会を行います（30分程度）
※スタンプラリーを達成したか
　たには、記念品をプレゼント
　します

国男が花袋へ宛てた書簡
（明治30年６月25日付）（部分）

第一資料館企画展「SATO-NUMA　―里沼物語―」
第３部　『実りの沼―多々良沼―』

第一資料館
（℡74 - 4111）

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　これは、大正・昭和期に活躍した詩人の佐
さ

藤
とう

春
はる

夫
お

が多々良沼を詠んだ「館林市外たたら沼」
という詩を刻んだ碑です。平成13年（2001）６
月23日に建立されました。昭和35年（1960）12
月、佐藤は館林高校から校歌作成を依頼された
ため館林に視察来訪し、翌年５月に再訪した際
多々良沼を再見してこの詩を詠みました。

日向町（多々良農村
公園内）
市史編さんセンター

（℡76 - 7651）

思
い
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い
思
い
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思
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ど
っ
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思
い
思
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思
い
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ど
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思
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思
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ど
っ
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ど
っ
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思
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た
ど
っ
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～いしぶみ～

12月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■図書館　２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・28日㈯～31日㈫・℡74 - 2346
■第一資料館　２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・28日㈯～31日㈫・℡74 - 4111
■城沼総合体育館　25日㈬・28日㈯～31日㈫・℡74 - 2611

日本遺産「里沼」構成文化財♯５

　晴れた朝に見える富士
山。そして夕陽に映える
白鳥の姿は、冬の多々良
沼の風物詩です。
　多々良沼は、館林市の西北部にある周囲約７
kmの沼で、平安時代に行われた蹈

た

鞴
たら

製鉄から名
付けられたと言われています。
　中世の開拓者大

おお

谷
や

休
きゅう

泊
はく

により多々良沼から用
水（下休泊堀）が開削され、その水でうるおさ
れた台地では米麦の二毛作が盛んとなり、肥沃
な穀倉地帯をはぐくみました。
　また、多々良沼でとれる鯉

こい

や鮒
ふな

、鯰
なまず

や鰻
うなぎ

など
の川魚は、地元の人びとの貴重なたんぱく源と
なるとともに、近郊にも出荷されていました。
　館林の歴史文化を支えた農漁業生産、近代産
業の源である多々良沼はまさに「実りの沼」で
あったと言えます。

多々良沼
三の丸芸術ホール・文化会館

とき　12月14日㈯　午後２時開演
ところ　文化会館カルピス®
ホール（大ホール）
内容　ロッシーニ作曲「ウィ
リアム・テル」序曲、ベート
ーヴェン作曲　交響曲第九番
チケット（全席自由）　一般3,800円、学生2,000円
申込み・問合せ　篠

しの

村
むら

宏
ひろ

明
あき

さん（館林第九合唱団　℡08
0-5538-8619）へ

とき　12月22日㈰　午後２時開演
ところ　三の丸芸術ホール
内容　ウインター・ワンダーランド、美空ひばりメドレ
ー、ライオンキング・セレクション、私のお気に入りなど
チケット（全席自由）　500円
申込み・問合せ　原

はら

幸
ゆき

恵
え

さん（℡090-4916-7391）へ

第33回群馬交響楽団館林第九演奏会

TB Wind Consort　ポップスコンサート  in 2019

市日本遺産プロジェクト
（℡71 - 4111）

佐藤春夫文学碑

17 広報館林

図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介 映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　生け花と違い、籠や器に自然の風情の
まま投げ入れるのが特色の茶花。最寄り
の花屋さんで買える花材で大丈夫。いち
ばん優しい茶花の教科書です。（一般書）

渡辺宗恵・佐藤宗樹／著　世界文化社

滝沢秀一／著　太田出版

身近な花でできる茶花の入れ方

　使い終わったカイロは何ごみ？ホタテ
の貝がらや猫のトイレ砂はどうしたらい
い？ごみの分別やその理由について、ク
イズ形式で楽しく紹介します。（児童書）

ごみ育
いく

　日本一楽しいごみ分別の本

①公開天文台
　　月や昼間でも見ることができる星を観察します。
　とき　令和２年１月５日㈰　午後１時50分～２時  
　10分（雨天・曇天の場合は施設公開のみ）
②サイエンスショー「いろいろ色変化」
　　水溶液の性質について、楽しく学べる実験ショ
　ーです。
　とき　12月８日㈰・22日㈰　午後１時50分～２時
　10分
③自然学習会植物標本作品展
　　科学館年間事業「自然学習会」の活動成果の発
　表として、参加者が作成した近隣地域に生息する
　野草などの植物標本を展示します。
　とき　12月17日㈫～令和２年３月８日㈰の開館中
　　（令和２年２月10日㈪～28日㈮は臨時休館）
④特別天体観望会「部分日食を見よう」
　　日食グラスを使って、部分日食を観察します。
　とき　12月26日㈭　午後２時20分～４時（雨天・
　曇天の場合は中止）

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

①～⑤は参加費無料。②～④は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります
※１月５日㈰は家庭の日のため入館無料

⑤ワークショップ「自動運転で動く車のしくみ」
　とき　12月22日㈰　午前９時30分～午後３時30分
　対象　小学４年生～中学生
　定員　12人（先着順）
　内容　「ＥＶ３」というロボットを使って、自動
　運転についてのしくみを学びます
　参加費　無料
　申込み　12月７日㈯の午前９時から、同館ホーム
　ページへ
⑥科学講座「どうして浮かぶのかな？ホバークラフ
　トのしくみについて調べよう」
　とき　令和２年１月25日㈯　午前９時30分～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　内容　モーターを回転させながら空気の力で浮い
　て動く、ホバークラフトを作ります
　参加費　200 円（材料費・保険料）
　申込み・問合せ　12月21日㈯の午前９時から、同
　館ホームページへ

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

12月15日㈰ 三度目の殺人

12月18日㈬ 若草物語（字幕）

12月21日㈯ 若草物語（吹替）

１月５日㈰
大落語名人会「宮

みや

戸
と

川
がわ

／春
しゅん

風
ぷう

亭
てい

正
しょう

朝
ちょう

」
　「城

しろ

木
き

屋
や

／桂
かつら

歌
うた

丸
まる

」

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

12月15日㈰ ぴったんこ！ねこざかな３「ねこざ
かなとカメじいさん」ほか

１月５日㈰ たのしいたのしいアニメコレクショ
ン３「プルートの泣き虫」ほか
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Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

　鹿児島県を代表する郷土料理の「さつま汁」。さつまとは、さつま鶏を使うことに
由来していると伝えられ、江戸時代に行われていた闘鶏で、負けた鶏を野菜と一緒
に煮込んで食べたのが始まりと言われています。

　　さつま汁

みそ味が濃厚で、体がぽかぽか温まります。寒い冬

にぴったりな野菜たっぷりの汁です♪

112

作り方
①さつま揚げは短冊切り、こんにゃくはさ
　いの目切り、ニンジン・ダイコンはいちょ
　う切り、サツマイモは少し厚めのいちょ
　う切り、ゴボウ・ネギは小口切りにする
②だし汁に、豚肉を入れて色が変わったら、
　ニンジン、ダイコン、ゴボウ、こんにゃ
　くを入れて煮る
③さつま揚げ、サツマイモを入れて、サツ
　マイモに火が通ったら、みそを溶いて、
　ネギを加えて完成！

材　料（４人分）
■豚肉
■さつま揚げ　　　　　　　　　　
■こんにゃく
■ニンジン
■サツマイモ
■ダイコン
■ゴボウ
■ネギ
■赤みそ
■白みそ
■だし汁

30ｇ
30ｇ
30ｇ
1/2 本
1/2 本
1/10 本
1/10 本
1/4 本

大さじ 1/2
小さじ１と 1/2

8 0 0㏄

一人前当たり 101kcal

　　さつま汁
学校の給

食

359

Anela（アネラ）

問
合
せ　

藤ふ
じ

原わ
ら

暢の
ぶ

子こ

さ
ん
（
℡
０
９

０

─

４
３
６
３

─

６
４
３
０
）

　
Ａ
ｎ
ｅ
ｌ
ａ
は
渡
瀬
公

民
館
で
毎
月
第
４
土
曜
日

に
活
動
し
て
い
る
、
障
が

い
児
の
た
め
の
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
で
す
。

　
平
成
29
年
か
ら
活
動
を

開
始
し
、
親
や
き
ょ
う
だ

い
合
わ
せ
て
約
１
０
０
人

が
所
属
。
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
秋
ま
つ
り
で
披
露

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
Ｕ

Ｓ
Ａ
ダ
ン
ス
な
ど
、
流
行

中
の
振
り
付
け
に
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ダ
ン
ス
を
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
家
族
や
兄

弟
の
情
報
交
換
や
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○表紙の写真

　１月26日までの期間、
つつじが岡公園は約２
万 5,000 球の美しいイ
ルミネーションに包ま
れます。ぜひご家族や
友人とお越しください。

　本紙の４ページで取り上げた日本博の取材を
担当。能もオペラも鑑賞した経験がなく、知識
もない私ですが、生で見る能の舞と歌声に感動。
日常の忙しさを理由に、洗練された芸術になか
なか触れる機会がなかったため、今回の日本博
で心が豊かに潤った気がします。芸術の秋。館
林美術館でも魅力的な企画展が開催されていま
す。ぜひ足を運んでみてはいかがですか。（隼）


